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システム ファイルの管理

スイッチが起動するファームウェア ファイルを選択できます。スイッチ内部でファイル タイ

プをコピーすることも、PC などの外部デバイスを使ってコピーすることもできます。

ファイルを転送する方法は次のとおりです。

• 内部コピー

• ブラウザの機能を使用する HTTP

• TFTP サーバを必要とする TFTP クライアント

スイッチ上のコンフィギュレーション ファイルは、そのタイプによって定義され、デバイス

に対する設定とパラメータ値を含みます。コンフィギュレーションがスイッチで参照される

際、ユーザにとって変更可能なファイル名ではなく、コンフィギュレーション ファイル タイ

プで参照されます。内容を、別のファイル タイプにコピーすることはできますが、ファイル

タイプ名はユーザにより変更できません。ファームウェア、ブート コード、およびログ ファ

イルはデバイス上の他のファイルに含まれており、これらは動作ファイルと呼ばれています。

コンフィギュレーション ファイルはテキスト ファイルであり、PC などの外部デバイスにコ

ピーした後、メモ帳などのテキスト エディタで編集可能です。

ファイルとファイル タイプ

スイッチ上には、次のタイプのコンフィギュレーション ファイルと動作ファイルがあります。

• 実行コンフィギュレーション：スイッチが動作するために現在使用しているパラメー

タ。パラメータ値が変わるときにコンフィギュレーション インターフェイスの 1 つを

使用することによりユーザが変更できるのはこのファイル タイプのみで、保持するた

めには手動で保存する必要があります。

スイッチのリブート時に、実行コンフィギュレーションは失われます。スイッチがリ

ブートすると、このファイル タイプは、フラッシュに保存されているスタートアップ

コンフィギュレーションから、RAM に保存されている実行コンフィギュレーション

にコピーされます。
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スイッチに対して行われた変更を保持するためには、実行コンフィギュレーションを

スタートアップ コンフィギュレーションに保存する必要があります。また、このコン

フィギュレーションを使用してスイッチをリブートしない場合には、別のファイル タ
イプに保存できます。実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィギュ

レーションに保存した場合、スイッチをリブートすると、前回実行コンフィギュレー

ションをスタートアップ コンフィギュレーションに保存した以降に行われた変更を

含む実行コンフィギュレーションが作成されます。

• スタートアップ コンフィギュレーション：別のコンフィギュレーション（通常は実

行コンフィギュレーション）をスタートアップ コンフィギュレーションにコピーす

ることにより保存されたパラメータ値。

スタートアップ コンフィギュレーションはフラッシュに保存され、スイッチがリブー

トしても保持されます。スイッチがリブートすると、スタートアップ コンフィギュ

レーションは RAM にコピーされ、実行コンフィギュレーションになります。

• バックアップ コンフィギュレーション：システム シャットダウンからの保護や特定の

動作状態保持のために、パラメータ定義を手動でコピーしたもの。ミラー コンフィ

ギュレーション、スタートアップ コンフィギュレーション、または実行コンフィギュ

レーションをバックアップ コンフィギュレーション ファイルにコピーできます。バッ

クアップ コンフィギュレーションは、フラッシュ内に保存され、デバイス リブート時

にも保持されます。

• ミラー コンフィギュレーション：スタートアップ コンフィギュレーションのコピー。

以下の状態になった後、スイッチによって作成されます。

- スイッチが 24 時間連続で稼動している。

- 24 時間、実行コンフィギュレーションが変更されなかった。

- スタートアップ コンフィギュレーションと実行コンフィギュレーションが同じ。

スタートアップ コンフィギュレーションからミラー コンフィギュレーションへのコ

ピーはシステムによってのみ行われます。ミラー コンフィギュレーションを別のファ

イル タイプまたは別のデバイスにコピーすることは手動でできます。

スイッチがリブートすると、ミラー コンフィギュレーションは工場出荷時のデフォル

ト パラメータにリセットされます。その他の点では、ミラー コンフィギュレーション

はバックアップ コンフィギュレーションと同じであり、スイッチのリブート時に保持

されるパラメータ値のコピーを提供します。

• ファームウェア：スイッチの動作と機能を制御するプログラム。より一般的にはイメー

ジと呼ばれます。

• ブート コード：基本システム スタートアップを制御し、ファームウェア イメージを

起動します。

• 言語ファイル：選択された言語でウィンドウを表示するためのディクショナリ。

• フラッシュ ログ：フラッシュ メモリ内に保存される SYSLOG メッセージ。
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ファイル操作

次の操作により、ファームウェアとコンフィギュレーション ファイルを管理できます。

• ファームウェアまたはブート コードを更新したり、言語を置換する（「ファームウェ

ア /言語のアップグレード /バックアップ」を参照）

• 現在使用されているファームウェア イメージを表示したり、次回リブート時に使用さ

れるイメージを選択する（「アクティブ イメージの選択」を参照）

• スイッチ上のコンフィギュレーション ファイルを別のデバイスに保存する（「コン

フィギュレーション /ログのダウンロード /バックアップ」を参照）

• スタートアップ コンフィギュレーションまたはバックアップ コンフィギュレーショ

ン ファイル タイプをクリアする（「コンフィギュレーション ファイル プロパティの

表示」を参照）

• コンフィギュレーション ファイル タイプを別のコンフィギュレーション ファイル タ
イプにコピーする（「コンフィギュレーション ファイルのコピー」を参照） 

• コンフィギュレーション ファイルを TFTP サーバからスイッチに自動的にアップ

ロードする（「DHCP 自動コンフィギュレーションの設定」を参照）

!
注意 実行コンフィギュレーションはスタートアップ コンフィギュレーション、バックアップ コン

フィギュレーション、または外部ファイルに手動でコピーしていない限り、ファイルが最後

に保存された以降に行われた変更はすべて、スイッチのリブート時に失われます。ログオフ

する前に、そのセッションで行った変更が保持されるように、実行コンフィギュレーション

をスタートアップ コンフィギュレーションに保存しておくことを推奨します。

画面の右上にある [保存 ] アプリケーション リンクの左に赤い X アイコンが表示されている

場合、コンフィギュレーションが変更されており、かつそれらがスタートアップ コンフィギュ

レーション ファイルにまだ保存されていないことを示しています。

[保存 ] をクリックすると、[コンフィギュレーションのコピー /保存 ] ページが表示されます。

スタートアップ コンフィギュレーション ファイルにコピーすることにより、実行コンフィ

ギュレーション ファイルを保存します。この保存の後、赤い X アイコンと [保存 ] リンクは

非表示になります。
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ここでは、コンフィギュレーション ファイルとログ ファイルの管理方法について説明します。

具体的な内容は、次のとおりです。

• 「ファームウェア /言語のアップグレード /バックアップ」

• 「アクティブ イメージの選択」

• 「コンフィギュレーション /ログのダウンロード /バックアップ」

• 「コンフィギュレーション ファイル プロパティの表示」

• 「コンフィギュレーション ファイルのコピー」

• 「DHCP 自動コンフィギュレーションの設定」

ファームウェア /言語のアップグレード /バックアップ

ファームウェア /言語のアップグレード /バックアップ プロセスは、次の目的のために使用し

ます。

• ファームウェア イメージのアップグレードまたはバックアップ

• ブート コードのアップグレードまたはバックアップ

• 新しい言語ファイルのインポート、既存言語ファイルのアップグレード、または第 2
言語ファイルの削除 

次のファイル転送方法がサポートされています。

• ブラウザ機能を使用する HTTP

• TFTP サーバを必要とする TFTP 

新しい言語ファイルがスイッチにロードされると、その新しい言語をドロップダウン メ
ニューから選択できるようになります （スイッチをリブートする必要はありません）。

すべてのページにある [言語 ] ドロップダウン メニューから [言語のダウンロード ] を選択し

ても、[ファームウェア /言語のアップグレード /バックアップ ] ページにアクセスできます。

スイッチ上には、Image1 と Image2 の 2 つのファームウェア イメージが保存されます。1 つ
はアクティブ イメージとして識別され、もう 1 つは非アクティブ イメージとして識別されま

す。

ファームウェアをアップグレードすると、新しいイメージは、常に非アクティブ イメージと

して識別されるイメージに置き換わります。
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スイッチに新しいファームウェアがアップロードされても、「アクティブ イメージの選択」で

説明する手順により、新しいイメージのステータスがアクティブ イメージに変更されるまで、

スイッチはアクティブ イメージ（旧バージョン）を使用して起動し続けます。したがって、

「スイッチのリブート」で説明する手順により、スイッチを起動します。

新しいファームウェアまたは言語ファイルのアップロード

スイッチに新しいファームウェアがアップロードされても、「アクティブ イメージの選択」で

説明する手順により、新しいイメージのステータスがアクティブ イメージに変更されるまで、

スイッチはアクティブ イメージ（旧バージョン）を使用して起動し続けます。したがって、

「スイッチのリブート」で説明する手順により、スイッチを起動します。

システムまたは言語ファイルをダウンロードまたはバックアップするには

ステップ 1 [各種管理 ] > [ファイル管理 ] > [ファームウェア /言語のアップグレード /バックアップ ] の
順にクリックします。[ファームウェア /言語のアップグレード /バックアップ ] ページが開

きます。

ステップ  2 [転送方式 ] をクリックします。TFTP を選択した場合、ステップ 3 に進んでください。HTTP
を選択した場合、ステップ 4 に進んでください。

ステップ  3 TFTP を選択した場合、次に示すパラメータを入力します。それ以外の場合、ステップ 4 に
進んでください。

[保存するアクション ] として [アップグレード ] または [バックアップ ] を選択します。

[保存するアクション ] - [アップグレード ]：スイッチ上のファイル タイプを、TFTP サーバ

上にある同じファイル タイプの新しいバージョンと置き換えます。次のフィールドを入力し

ます。

a. [ファイルタイプ ]：ターゲット ファイル タイプを選択します。有効なファイル タイプの

み表示されます （ファイル タイプについては、「ファイルとファイル タイプ」 を参照して

ください）。ブート コードは TFTP 経由でのみアップグレード可能であることに注意して

ください。

b. [サーバ指定方法 ]：TFTP サーバを IP アドレスで指定するか、ドメイン名で指定するか

を選択します。

c. [IPバージョン ]：IPv4 アドレスを使用するか IPv6 アドレスを使用するか選択します。

d. [IPv6アドレスタイプ ]：IPv6 を使用する場合、IPv6 アドレス タイプを選択します。次

のオプションがあります。
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[リンクローカル ]：IPv6 アドレスによって、同一ネットワーク リンク上のホストが一意

に識別されます。リンク ローカル アドレスのプレフィクス部は FE80 です。このタイプ

のアドレスはルーティング不能であり、ローカル ネットワーク内で通信する場合にのみ

使用できます。リンク ローカル アドレスは 1 つだけサポートされます。リンク ローカル 
アドレスがインターフェイス上に存在している場合、この入力値が、コンフィギュレー

ション内のアドレスと置き換わります。

[グローバル ]：IPv6 アドレスは、他のネットワークからも認識かつアクセス可能なグ

ローバル ユニキャスト IPv6 タイプになります。

e. [リンクローカルインターフェイス ]：リストからリンク ローカル インターフェイスを選

択します（IPv6 を使用する場合）。

f. [TFTPサーバの IPアドレス /名前 ]：TFTP サーバの IP アドレスまたはドメイン名を入

力します。

g. [ソース ファイル名 ]：ソース ファイル名を入力します。

[保存するアクション ] - [バックアップ ]：ファイル タイプのコピーを別のデバイス上のファ

イルに保存します。次のフィールドを入力します。

a. [ファイルタイプ ]：ソース ファイル タイプを選択します。有効なファイル タイプのみ選

択できます （ファイル タイプについては「ファイルとファイル タイプ」を参照してくだ

さい）。

b. [サーバ指定方法 ]：[IPアドレス ] または [名前 ] のどちらかを選択します。

c. [IPバージョン ]：IPv4 アドレスを使用するか IPv6 アドレスを使用するか選択します。

d. [IPv6アドレスタイプ ]：IPv6 アドレス タイプを選択します（使用する場合）。次のオプ

ションがあります。

[リンクローカル ]：IPv6 アドレスによって、同一ネットワーク リンク上のホストが一意

に識別されます。リンク ローカル アドレスのプレフィクス部は FE80 です。このタイプ

のアドレスはルーティング不能であり、ローカル ネットワーク内で通信する場合にのみ

使用できます。リンク ローカル アドレスは 1 つだけサポートされます。リンク ローカル 
アドレスがインターフェイス上に存在している場合、この入力値が、コンフィギュレー

ション内のアドレスと置き換わります。

[グローバル ]：IPv6 アドレスは、他のネットワークからも認識かつアクセス可能なグ

ローバル ユニキャスト IPv6 タイプになります。

e. [リンクローカルインターフェイス ]：リストからリンク ローカル インターフェイスを選

択します（IPv6 を使用する場合）。

f. [TFTPサーバの IPアドレス /名前 ]：TFTP サーバの IP アドレスを入力します。

g. [ターゲットファイル名 ]：ターゲット ファイル名を入力します。ファイル名にはスラッ

シュ（\ または /）を含めることはできず、ファイル名の先頭にピリオド（.）を使用する

ことはできません。ファイル名は 1 ～ 160 文字にする必要があります （有効な文字は A 
～ Z、a ～ z、0 ～ 9、「.」、「-」、「_」 です）。
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ステップ  4 HTTP を選択した場合、実行できるのはアップグレードのみです。次に示すパラメータを入

力します。

a. [ファイルタイプ ]：コンフィギュレーション ファイル タイプを選択します。有効なファ

イル タイプのみ選択できます （ファイル タイプについては「ファイルとファイル タイ

プ」を参照してください）。

b. [ファイル名 ]：[参照 ] をクリックし、転送に使用するファイルを選択するか、パスと

ソース ファイル名を入力します。

ステップ  5 [適用 ] または [完了 ] をクリックします。ファイルがアップグレードまたはバックアップされ

ます。

言語ファイル

2 つの言語ファイルをインストールしてある場合は、第 2 言語ファイルをスイッチから削除

することもできます。[言語 ] メニューを開くと、言語を削除するオプションが表示されます。

ステップ 1 [言語の削除 ] をクリックします。

ステップ  2 確認ウィンドウが表示され、ファイルを削除するために [OK] をクリックするように求められ

ます。

ステップ  3 [OK] をクリックしてファイルを削除します。

第 2 言語ファイルがすでにあり、別の言語ファイルをロードする場合は、確認ウィンドウが

表示され、既存の言語ファイルを新しい言語ファイルで置き換える場合は [OK] をクリックす

るように求められます。
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アクティブ イメージの選択 

スイッチ上には、Image1 と Image2 の 2 つのファームウェア イメージが保存されます。1 つ
はアクティブ イメージとして識別され、もう 1 つは非アクティブ イメージとして識別されま

す。スイッチは、アクティブ イメージとして設定したイメージから起動します。非アクティ

ブ イメージとして識別されたイメージをアクティブ イメージに変更することができます （ス

イッチは、「スイッチのリブート」で説明されている手順によりリブートできます）。

アクティブ イメージを選択するには

ステップ 1 [各種管理 ] > [ファイル管理 ] > [アクティブイメージ ] の順にクリックします。[アクティブ

イメージ ] ページが開きます。

このページには、次のフィールドが表示されます。

[アクティブイメージ ]：スイッチで現在アクティブになっているイメージ ファイルが表示さ

れます。

[アクティブイメージバージョン番号 ]：アクティブ イメージのファームウェア バージョン

が表示されます。

ステップ  2 [リブート後のアクティブイメージ ] メニューからイメージを選択し、スイッチがリブートし

た後アクティブ イメージとして使用されるファームウェア イメージを指定します。[リブー

ト後のアクティブイメージバージョン番号 ] に、スイッチのリブート後に使用されるアクティ

ブ イメージのファームウェア バージョンが表示されます。

ステップ  3 [適用 ] をクリックします。アクティブ イメージの選択が更新されます。

コンフィギュレーション /ログのダウンロード /バックアップ

[コンフィギュレーション /ログのダウンロード /バックアップ ] ページにより、コンフィギュ

レーション ファイル タイプまたはスイッチ上のフラッシュ ログから、別のデバイス上のファ

イルにバックアップしたり、別のデバイスからスイッチにコンフィギュレーション ファイル

タイプを復元することができます。

コンフィギュレーション ファイルを実行コンフィギュレーションに復元すると、インポート

されたファイルは、旧ファイルにはなかったコンフィギュレーション コマンドを追加し、既

存コンフィギュレーション コマンド内のパラメータ値を上書きします。
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コンフィギュレーション ファイルをスタートアップ コンフィギュレーションまたはバック

アップ コンフィギュレーション ファイルに復元すると、新しいファイルが前のファイルと置

き換わります。

スタートアップ コンフィギュレーションに復元した場合は、復元されたスタートアップ コン

フィギュレーションを実行コンフィギュレーションとして使用するには、スイッチをリブー

トする必要があります スイッチは、「スイッチのリブート」で説明されている手順によりリ

ブートできます。

システム コンフィギュレーション ファイルをバックアップまたは復元するには

ステップ 1 [各種管理 ] > [ファイル管理 ] > [コンフィギュレーション /ログのダウンロード /バックアッ

プ ] の順にクリックします。[コンフィギュレーション /ログのダウンロード /バックアップ ]
ページが開きます。

ステップ  2 [転送方式 ] をクリックします。

ステップ  3 TFTP を選択した場合は、パラメータを入力します。それ以外の場合、ステップ 4 に進んで

ください。

[保存するアクション ] として [ダウンロード ] または [バックアップ ] を選択します。

[保存するアクション ] - [ダウンロード ]：別のデバイス上のファイルでスイッチ上のファイ

ル タイプを置き換えます。次のフィールドを入力します。

a. [サーバ指定方法 ]：TFTP サーバを IP アドレスで指定するか、ドメイン名で指定するか

を選択します。

b. [IPバージョン ]：IPv4 アドレスを使用するか IPv6 アドレスを使用するか選択します。

（注）[サーバ指定方法 ] でサーバを名前によって選択するよう指定した場合、IP バー

ジョン関連のオプションを選択する必要はありません。

c. [IPv6アドレスタイプ ]：IPv6 アドレス タイプを選択します（使用する場合）。次のオプ

ションがあります。

- [リンクローカル ]：IPv6 アドレスによって、同一ネットワーク リンク上のホスト

が一意に識別されます。リンク ローカル アドレスのプレフィクス部は FE80 で
す。このタイプのアドレスはルーティング不能であり、ローカル ネットワーク内

で通信する場合にのみ使用できます。リンク ローカル アドレスは 1 つだけサ

ポートされます。リンク ローカル アドレスがインターフェイス上に存在してい

る場合、この入力値が、コンフィギュレーション内のアドレスと置き換わりま

す。

- [グローバル ]：IPv6 アドレスは、他のネットワークからも認識かつアクセス可能

なグローバル ユニキャスト IPv6 タイプになります。
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d. [リンクローカルインターフェイス ]：リストからリンク ローカル インターフェイスを選

択します。

e. [TFTPサーバ ]：TFTP サーバの IP アドレスを入力します。

f. [ソースファイル名 ]：ソース ファイル名を入力します。ファイル名にはスラッシュ（\ 
または /）を含めることはできず、ファイル名の先頭にピリオド（.）を使用することは

できません。ファイル名は 1 ～ 160 文字にする必要があります （有効な文字は A ～ Z、
a ～ z、0 ～ 9、「.」、「-」、「_」 です）。

g. [ターゲットファイル タイプ ]：ターゲット コンフィギュレーション ファイル タイプを

入力します。有効なファイル タイプのみ表示されます （ファイル タイプについては

「ファイルとファイル タイプ」を参照してください）。

[保存するアクション ] - [バックアップ ]：ファイル タイプを別のデバイス上のファイルにコ

ピーします。次のフィールドを入力します。

a. [サーバ指定方法 ]：TFTP サーバを IP アドレスで指定するか、ドメイン名で指定するか

を選択します。

a. [IPバージョン ]：IPv4 アドレスを使用するか IPv6 アドレスを使用するか選択します。

b. [IPv6アドレスタイプ ]：IPv6 アドレス タイプを選択します（使用する場合）。次のオプ

ションがあります。

• [リンクローカル ]：IPv6 アドレスによって、同一ネットワーク リンク上のホストが

一意に識別されます。リンク ローカル アドレスのプレフィクス部は FE80 です。こ

のタイプのアドレスはルーティング不能であり、ローカル ネットワーク内で通信す

る場合にのみ使用できます。リンク ローカル アドレスは 1 つだけサポートされます。

リンク ローカル アドレスがインターフェイス上に存在している場合、この入力値が、

コンフィギュレーション内のアドレスと置き換わります。

• [グローバル ]：IPv6 アドレスは、他のネットワークからも認識かつアクセス可能なグ

ローバル ユニキャスト IPv6 タイプになります。

c. [リンクローカルインターフェイス ]：リストからリンク ローカル インターフェイスを選

択します。

d. [TFTPサーバの IPアドレス /名前 ]：TFTP サーバの IP アドレスまたはドメイン名を入

力します。

e. [ソースファイルタイプ ]：ソース コンフィギュレーション ファイル タイプを入力しま

す。有効なファイル タイプのみ表示されます （ファイル タイプについては「ファイルと

ファイル タイプ」を参照してください）。

f. [ターゲットファイル名 ]：ターゲット ファイル名を入力します。ファイル名にはスラッ

シュ（\ または /）を含めることはできず、ファイル名の先頭にピリオド（.）を使用する

ことはできません。ファイル名は 1 ～ 160 文字にする必要があります （有効な文字は A 
～ Z、a ～ z、0 ～ 9、「.」、「-」、「_」 です）。



システム ファイルの管理

コンフィギュレーション ファイル プロパティの表示

Cisco Small Business 300 1.1 シリーズ マネージド スイッチ アドミニストレーション ガイド 40

4
 

ステップ  4 HTTP を選択した場合、次に示すパラメータを入力します。

[保存するアクション ] を選択します。

[保存するアクション ] で [ダウンロード ] を選択し、スイッチ上のファイル タイプを、別の

デバイス上にある同じファイル タイプの新しいバージョンに置き換えるように指定する場合

は、次の手順に従います。それ以外の場合は、このステップ内の次の手順に進んでください。

a. [ソースファイル名 ]：[参照 ] をクリックし、転送に使用するファイルを選択するか、パ

スとソース ファイル名を入力します。

b. [ターゲットファイルタイプ ]：コンフィギュレーション ファイル タイプを選択します。

有効なファイル タイプのみ表示されます （ファイル タイプについては「ファイルとファ

イル タイプ」を参照してください）。

c. [適用 ] をクリックします。ファイルが別のデバイスからスイッチに転送されます。

[保存するアクション ] で [バックアップ ] を選択し、ファイル タイプを別のデバイス上の

ファイルにコピーするように指定した場合、次の手順に従います。

a. [ソースファイルタイプ ]：コンフィギュレーション ファイル タイプを選択します。有効

なファイル タイプのみ表示されます（ファイル タイプについては「ファイルとファイル

タイプ」を参照してください）。 

b. [適用 ] をクリックします。 [コンフィギュレーション /ログのダウンロード /バックアッ

プ ] ウィンドウが開きます。

ステップ  5 [完了 ] をクリックします。スイッチ上でファイルが（ファイル タイプに応じて）アップグ

レードまたはバックアップされます。

コンフィギュレーション ファイル プロパティの表示

[コンフィギュレーションファイルプロパティ ] ページでは、システム コンフィギュレーショ

ン ファイル タイプおよびこれらの変更日時を表示できます。また、スタートアップ コンフィ

ギュレーションまたはバックアップ コンフィギュレーションを削除することもできます。そ

の他のコンフィギュレーション ファイル タイプは削除できません。

コンフィギュレーション ファイル プロパティを表示するには、[各種管理 ] > [ファイル管理 ] >
[コンフィギュレーションファイルプロパティ ] の順にクリックします。[コンフィギュレー

ションファイルプロパティ ] ページが開きます。
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このページには、次のフィールドが表示されます。

• [コンフィギュレーションファイル名 ]：ファイル タイプが表示されます。

• [作成日時 ]：ファイルが変更された日時が表示されます。

コンフィギュレーション ファイルをクリアするには、ファイルを選択し、[ファイルのクリア ]
をクリックします。

コンフィギュレーション ファイルのコピー

どのウィンドウからでも [適用 ] をクリックすると、スイッチ コンフィギュレーション設定の

変更が実行コンフィギュレーションにのみ保存されます。実行コンフィギュレーション内の

パラメータを保持するには、実行コンフィギュレーションを別のコンフィギュレーション タ
イプにコピーするか、別のデバイス上のファイルとして保存する必要があります。

[コンフィギュレーションのコピー /保存 ] ページでは、バックアップ目的で、コンフィギュ

レーション ファイルをコピーしたり、別のデバイスに保存したりできます。このページの下

部には、[[保存 ]アイコンの点滅を無効にする ] ボタンがあります。クリックして有効 /無効

を切り替えます。

!
注意 実行コンフィギュレーションはスタートアップ コンフィギュレーションまたは別のコンフィ

ギュレーション ファイルにコピーしていない限り、ファイルが最後にコピーされた以降に行

われた変更はすべて、スイッチのリブート時に失われます。

次の組み合わせによる内部ファイル タイプのコピーが可能です。

• 実行コンフィギュレーションからスタートアップ コンフィギュレーションまたは

バックアップ コンフィギュレーションへのコピー 

• スタートアップ コンフィギュレーションからバックアップ コンフィギュレーション

へのコピー 

• バックアップ コンフィギュレーションからスタートアップ コンフィギュレーション

へのコピー

• ミラー コンフィギュレーションからスタートアップ コンフィギュレーションまたは

バックアップ コンフィギュレーションへのコピー
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コンフィギュレーションを別のファイル タイプにコピーするには

ステップ 1 [各種管理 ] > [ファイル管理 ] > [コンフィギュレーションのコピー /保存 ] の順にクリックし

ます。[コンフィギュレーションのコピー /保存 ] ページが開きます。

ステップ  2 コピーするソース ファイル名を選択します。有効なファイル タイプのみ表示されます （ファ

イル タイプについては「ファイルとファイル タイプ」を参照してください）。

ステップ  3 ソース ファイルにより上書きされるターゲット ファイル名を選択します。

ステップ  4 [適用 ] をクリックします。ファイルがコピーされます。

DHCP 自動コンフィギュレーションの設定

Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）は、コンフィギュレーション情報（TFTP
サーバの IP アドレスおよびコンフィギュレーション ファイル名を含む）を TCP/IP ネット

ワーク上のホストに転送するためのプロトコルです。デフォルトでは、スイッチは DHCP ク
ライアントとして有効になっています。

DHCP 自動コンフィギュレーション

リブート中、または明示的な DHCP 更新要求などにより、IP アドレスが割り当てられたり更

新されたとき、そしてスイッチとサーバがそのように設定されている場合、DHCP により識

別された TFTP サーバからスイッチまでコンフィギュレーション ファイルが転送されます。

このプロセスは、自動コンフィギュレーションと呼ばれます。

（注） DHCP が無効になっているスイッチで DHCP 自動コンフィギュレーションを有効にする場

合、「管理インターフェイスと IP インターフェイス」で説明されている手順により、DHCP
を有効にする必要があります。

[DHCP自動コンフィギュレーション] ページでは、自動コンフィギュレーション目的で TFTP
サーバとファイルをポイントする DHCP 情報をスイッチが受信するように設定したり、

DHCP メッセージでこの情報が提供されない場合に、スイッチが TFTP サーバの手動コン

フィギュレーションとコンフィギュレーション ファイルを受信するように設定できます。

DHCP 自動更新プロセスにおいては、次の制限事項があります。

• TFTP サーバ上のコンフィギュレーション ファイルは、サポートされているコンフィ

ギュレーション ファイルの形式要件を満たしている必要があります。スタートアッ

プ コンフィギュレーションにロードされる前に、コンフィギュレーション ファイル

の形式はチェックされますが、コンフィギュレーション パラメータの有効性は

チェックされません。
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• デバイスのコンフィギュレーションが意図どおりに機能し、各 DHCP 更新サイクルで

異なる IP アドレスが割り当てられるように、IP アドレスは、DHCP サーバ テーブル

内の MAC アドレスにバインドされる必要があります。これにより、各デバイスが独

自の予約済み IP アドレスとその他の関連情報を持つことが可能になります。

DHCP サーバ自動コンフィギュレーションを設定するには

ステップ 1 [各種管理 ] > [ファイル管理 ] > [DHCP自動コンフィギュレーション ] の順にクリックしま

す。[DHCP自動コンフィギュレーション ] ページが開きます。

ステップ  2 次の値を入力します。

• [DHCP経由の自動コンフィギュレーション ]：TFTP サーバからスイッチ上のスター

トアップ コンフィギュレーションへのコンフィギュレーション ファイルの自動転送

を有効にします。

• [サーバ指定方法 ]：[IPアドレス ] または [名前 ] を選択します。

• [バックアップTFTPサーバのIPアドレス/名前]：DHCP メッセージに TFTP サーバの 
IP アドレスが指定されていなかった場合に使用される TFTP サーバの IP アドレスま

たは名前を入力します。

• [バックアップコンフィギュレーションファイル ]：DHCP メッセージにコンフィギュ

レーション ファイル名が指定されていない場合に使用されるファイルのパスとファ

イル名を入力します。

このウィンドウには、次のフィールドが表示されます。

• [最後に自動コンフィギュレーションで使用したTFTPサーバ IPアドレス ]：自動コン

フィギュレーションで最後に使用された TFTP サーバの IP アドレスが表示されます。

• [最後に自動コンフィギュレーションで使用したファイル名 ]：自動コンフィギュレー

ションでスイッチにより最後に使用されたファイル名が表示されます。

[最後に自動コンフィギュレーションで使用したTFTPサーバ IPアドレス ] および 
[最後に自動コンフィギュレーションで使用したファイル名 ] は、コンフィギュレー

ション IP アドレスと共に、スイッチが DHCP サーバから受け取った情報と比較され

ます。これらの値が一致しない場合、スイッチは、DHCP サーバによって識別され

た TFTP サーバからコンフィギュレーション ファイルをスタートアップ コンフィ

ギュレーション ファイルに転送し、リブートを開始します。値が一致した場合は、

何も起こりません。

ステップ  3 [適用 ] をクリックします。DHCP 自動コンフィギュレーション機能が更新されます。
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